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○２年生のインターンシップ

10/８(木)～９(金)、２年生20名がインターンシップ（就業体験）を行いました。町内の15企業のご協力で、

生徒たちは日頃の教室での学習とは異なった、貴重な体験をすることができました。

当該の事業において、一定の成果が達せられるのも、地域の事業主や職場において指導してくださった皆さ

まのおかげです。各事業所において地域の方との交流はもとより、各企業が業務において大切していること

（例えば、親切さ、衛生管理、正確さ…など）を学ぶことにより、社会的な諸機能が円滑に流れていることに

気づいたり、周囲に感謝したり、保護者の方の暖かな背中が職業人としての大きな背中に見えるようになった

り、高校２年生のインターンシップは、翌年の進路活動に向けて大きな意味を持っています。インターンシッ

プをはじめ進路に関する学習活動は、たくましく生きる力を身につけ、自己の有用感を確認したり、異年齢世

代の方と目標に共感したり等、各の生徒が自らの生き方あり方について、探究する大切な時間です。ご協力く

ださった事業所等の皆さま、ありがとうございました。

○１年生の介護福祉体験

佐呂間高校の学校教育目標に「４．生命の尊さを知り、健康でたくましい人となる」があります。１年生の

介護福祉体験も、その一貫として、数年にわたって続けられ

ています。今年はコロナ禍にあって、福祉施設を訪問しての

実習は感染症予防のため見合わせることになりましたが、専

門学校での実施となりました。

11/11(火)、１年生12名は介護福祉体験を行いました。密を

避けて、現代における福祉事情全般について学ぶことをテー

マとし、オホーツク社会福祉専門学校（栗原学園）のご協力

で、福祉施設における介護の自動化など介護技術の発展につ

いて学びました。

体験を終えた１年生からは、「介護の印象が変わった」

「機械を活用しての介護はすごい」等の感想が聞かれまし 入浴装置を使っての介助の説明をうける様子

た。

生命の尊さを知り、健康でたくましい人となる

左：製品の包装（製菓店）

中：救助の訓練（消防署）

右：カーラー巻き（美容室）



税の作文表彰

今年度の税の作文（高校生の部）コンクールに

おいて、３年生石川ももさんが、北見税務署署長

賞を受賞しました。

11/13(金)、本校で行われた授賞式では、北見税

務署梅田署長様より表彰されました。税の作文は、

３年生国語科「現代文」の授業において、夏休み

の課題として取り組んだものです。担当する若海

教諭は、「社会との境界面にある３年生にとって

税に関するテーマは調べ学習の教材として適して

いるので、毎年、課しています。石川さんは、き

ちんと調べて書いていました」と讃えました。表

彰された石川さんは「調べたことで、警察や消防

などの公共サービスと税金の関係が解りました。

学んだことを書きました」と話していました。

吹奏楽局が日本管楽合奏コンテストでＳ部門

（15人までの編成部門)優秀賞をいただきました。

コロナ禍にあって、吹奏楽局が毎年、秋に参

加している交流会やコンクールが軒並み中止に

なる中、安全性に配慮しメディア審査となって

いるこのコンテスト（競技会）に、顧問の橋本

教諭・小川教諭が生徒たちの目標や励みになれ

ばと、生徒たちと相談して応募したものです。

日々の活動では、管楽器の練習においては常に

換気し、消毒にもしっかりと取り組んで、10/3

付けで行われた日本音楽教育文化振興会主催第

26回日本管楽合奏コンテストに出品する演奏・

録音を行いました。

吹奏楽局 Ｓ部門優秀賞

松重教諭 ・ 梅田署長様 ・ 石川さん ・ 若海教諭 ・ 渡邉校長 演奏した吹奏楽局員と顧問の橋本教諭・小川教諭
(担任) (国語科)

＝ １２月の予定 ＝

1 (火) 防災点検日、学校通信発行 19 (土) 大原基礎力判定模試①

2 (水) バドミントン新人戦(～４日） 21 (月) 体育大会

4 (金) 【入学願書等の配布開始】 22 (火) 学校祭・体育大会後片付け、反省

10 (木) 租税教室（３年） 23 (水) 生徒会常任委員会、消防設備点検

14 (月) 交通安全の日 25 (金) 大掃除、全校集会、定時退勤日

16 (水) 学校祭準備③（終日） 26 (土) 冬季休業（～１月１７日）

17 (木) 学校祭①(一般公開なし) 28 (月) 仕事納め

18 (金) 学校祭②(一般公開なし) 29 (火) 学校閉庁日（～１月３日）

佐高のＩＣＴ活用～遠隔会議～

佐呂間高校は地域連係特例校のため、遠隔装置（双方向送受信）

があり、平素は、有朋高校からの授業の配信を受けたり、地域連

係特例校間の合同授業などで使用しています。

この度は、地域連携特例校間の教職員研修の一環としての情報

交流の会議において、遠隔装置を用いて行いてみました。11/26(木)は、常呂高校（北見市）との教務分野（学

習指導等）の会議で使用しました。スムーズな通信状況において、この日は、地域学習における工夫と成果につ

いての情報交換が行われました。コロナ禍においては、ＩＣＴ（情報通信技術）活用が話題にされるところです。

遠隔装置は冬季間

の荒天時の授業や

会議等でも有用な

仕組みです。


